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多様なあり方の保護者に寄り添える保育者・教育者を育成するための保育・教職課程への展望

【はじめに】
「男性は外で仕事」「女性は家で家事育児」に代表

されるような固定的な性役割分担意識は日本におい
ては高度経済成長期を通じて形成され、それによっ
て性差に関する偏見や様々な社会制度・男性中心的
労働慣行が維持されてきたといわれている1）。しか
し世界的な男女平等意識の高まりの中、1985年に

「雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の
確保等に関する法律」（通称：男女雇用機会均等法）
が制定され、1986年に施行されたことにより、性
別を理由にした差別は禁止されることとなった。そ
の流れの中で例えば「看護婦」は「看護師」に、

「保母」は「保育士」に、「スチュワーデス」は「客
室乗務員」に名称が変更されるなど、仕事における
性役割分担意識を変革していくための取り組みも行
われてきた。また、「第５次男女共同参画基本計画
策定に当たっての基本的な考え方（素案）」2）の中
でも「性役割分担意識、偏見等及び過去の差別や経
緯に起因して生じた男女の置かれた社会的状況の格
差の解消に取り組まなければならない」という表現
が用いられるなど、特に女性の活躍推進に向けた積
極的な取り組みの推進が各領域に要請されている。

こうした社会の変化を受け、家族のあり方も多様
化している。かつては家族を養うのは男性という考

え方が主流であったが、近年は共働き世帯が増加傾
向にあり、2018年には共働き世帯が夫のシングル
インカムのみから成る世帯の２倍以上となった3）。
同様に、育児は女性が中心となって行うものである
という考え方にも変化が訪れており、例えば厚生労
働省を中心として「イクメン・プロジェクト」が立
ち上げられたほか、男性の育児休暇の取得率の低さ
などを受けて育児・介護休業法が2022年から３段
階で施行されるなど、男性の積極的な育児参加も社
会全体で推進されるようになってきている。ただ
し、厚生労働省の雇用機会等基本調査の2018年度
データ4）によると、女性の育児休業取得率は82.2％
であり、取得日数は10か月以上が７割であるのに
対し、男性の育児休業取得率は6.18％であり、取得
日数は２週間未満が７割を超えているなど、育児や
就業形態において子育てをする保護者の性別による
役割分担のアンバランスさは依然として課題の一つ
である。しかし、今後男女の働き方はさらに多様化
し変化していくであろうことは、世界各国の取り組
みや潮流を見ても明らかであると考えられることか
ら、将来保育・教職の現場に関わることを目指して
学修している学生は、家庭と連携しながら子どもの
育ちを支えるためにも、多様なあり方の保護者一人
ひとりに寄り添い信頼関係を築いていくことが求め
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られるようになると考えられる。
しかしこれまでにはなかったような多様な家族の

あり方や新しいライフスタイルのあり方は、一般的
にネガティブなイメージを持たれる可能性が高いこ
とが先行研究によって示されている。新しいあり方
に対するネガティブなイメージに関する研究は、特
に女性の新しいあり方に焦点を当てたものが多い。
例えば、伝統的とされる女性は非伝統的とされる女
性と比べて一貫して好意的に評価される傾向がある
こと5）や、非伝統的なあり方の女性は「有能だが、
冷たい」とステレオタイプ化されたり、敵意的な偏
見や差別の対象となるということが明らかにされて
いる6-8）。

またこれまでの先行研究では、男性の方が女性よ
り伝統主義的である可能性が示されており9, 10）、男
性は女性よりジェンダーについてステレオタイプ化
された考えを持ちやすく11）、特に日本では女性の平
等主義的意識変化は男性に先行し、男性の変化はそ
れに従う12）といった指摘がされてきた。また、個
人が日頃男女間の関係や新しい生き方を選択した女
性についてどのような態度や信念を持っているかと
いう要因も一時的な偏見の表出に影響すると考えら
れている13）。

学校現場におけるジェンダー・ステレオタイプに
関する先行研究として、例えば日本の公立小学校・
中学校教員を対象とした調査の結果、「家事・育児
は女性のほうが向いている」という項目に対して

「そう思う」あるいは「ややそう思う」と回答した
人の割合は79%14）であったことが明らかになって
いる。また矢野（2019）は、小学校教諭を対象に質
問紙調査を実施し、学校教育においてジェンダー・
ステレオタイプが拡大・再生産される可能性につい
て検討し、教師自身がステレオタイプ的なものの見
方を捨てる必要があると指摘している15）。ステレオ
タイプの存在は、目の前の人間に対する理解を妨げ
る要因の一つになると考えられているが、こうした
ジェンダーに関するステレオタイプも他のステレオ
タイプと同様に、変化しづらく、かつ様々な文化に
おいて広く見られることも指摘されている。例えば
Lewin & Tragos （1987）は、これまで多くの国々
がフェミニズムの影響を受けたにもかかわらず、男
性性や女性性についてのジェンダー・ステレオタイ
プにはあまり変化が見られなかったことを報告して
おり16）、Williams&Best（1990）も25カ国の男女大
学生を対象に男性と女性を記述するパーソナリティ
特性に関する調査を行った結果、ジェンダー・ステ

レオタイプは文化が異なっても共有される可能性を
指摘している17）。

Golombok&Fivush（1994）（ 小 林・瀧 野 訳,1997）
もその著作の中で「女性と男性がわれわれの社会で
演ずる役割には多くの変化が起こっていても、ジェン
ダーに関連している特性や特徴についての考えはあ
まり大きな変化を受けていない」と述べているが18）、
ステレオタイプに関しては、それを肯定する程度に
個人差や性差があることも報告されている。個人差
に関して言えば、教育レベルが高くなるほど態度が
平等主義的になる可能性9）や、ステレオタイプが活
性化するには条件があることも知られており、性差
に関して言えば女性と競争状況にある男性は競争状
況にない男性に比べて、キャリア志向女性よりも家
庭志向女性に対する好意が高まる19）といった報告
もされている。性差に関しては他にも男子大学生を
対象とした調査により、敵意的な態度が強い男性は
自己に脅威がもたらされた際キャリア女性に対する

「やさしさ」「あたたかさ」の評価を低める一方、敵
意的な態度が弱い男性はキャリア女性の「やさし
さ」や「あたたかさ」を高く評価する傾向が見られ
たことも明らかにされている13）。

そこで将来、保育・教育の現場等において、従来
からあるライフスタイルを選択した保護者だけでな
く、新しい働き方や家族のあり方を選択した保護者
への支援や連携を行う可能性がある学生を対象と
し、様々なあり方を選択した保護者に対して抱いて
いるイメージを検討するとともに、学生の性別や、
学生自身が希望する家族のあり方や就労形態によっ
てイメージにどのような違いが見られるのかについ
ても検討することとした。

保育・教育現場においては問題行動やいじめ、登
園しぶりや不登校、暴力行為や非行といった教育相
談に関係するケースや、発達障害をはじめとした特
別支援に関係するケースのほか、学習支援、生活支
援や進路相談などあらゆる場面において保護者との
連携が不可欠である。保育者や教育者が保護者と連
携して子どもの育ちを支えていくためには保護者と
の相互理解および信頼関係の形成が重要となるが、
保護者と相互理解を深めていこうとする際、保護者
のあり方に対する教員側のステレオタイプがその阻
害要因として機能する可能性があるため、まずは保
護者に対する学生のイメージを明確にした上で将来
多様な保護者の支援を行っていくための、保育教職
科目における教育のあり方について検討を行うこと
とした。
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【目的】
将来保育者もしくは教員として勤務することを目

指して学修中の学生が様々な就労形態の保護者に対
して抱いているイメージを検討することで、保育・
教職過程における保護者支援や家庭支援関連科目に
おける指導のあり方について考察すること。

【方法】
１．調査対象者

2019年７月から８月にかけ関東近郊の２つの大
学の保育・教職課程で学ぶ学生に対し授業時間外の
時間を用いてアンケート調査を実施した。
２．調査内容 

調査の趣旨に関する説明と倫理的配慮に関する説
明を行ったのち、調査協力に関する同意の確認を行
い、同意が取れた者にのみアンケート調査への回答
を依頼した。

アンケート調査でははじめに本人の年齢と性別を
尋ねた。次に従来からある保護者の呼称として「父」

「母」、従来からある女性保護者のライフスタイルと
して「専業主婦（稼得労働に従事せず専ら家事や子
育てを行う既婚女性）」のイメージを尋ねた。また
新しい女性保護者の働き方として「バリキャリ（バ
リバリ働くキャリアウーマンの略）」、新しい男性保
護者のあり方として「専業主夫（稼得労働に従事せ
ず専ら家事や子育てを行う既婚男性）」、「イクメン

（育児をするメンズ【男性】の略）」を設定し、それ
らに対するイメージについてSD法を用いて尋ね
た。今回採用した肩書き以外にも従来からあるライ
フスタイルを示した呼称や新しいあり方を選択した
保護者の名称は多くあるが、調査協力者の負担を考
え、心理学関連分野において修士以上の学位を持つ
研究者２名による協議をもって今回はこの６つの単
語を取り上げることとした。

SD法に使用した形容詞対は井上・小林（1985）20）

の形容詞対を参考に男女どちらの保護者のイメージ
としても適用できる形容詞として、また調査協力者
の回答にかかる負担を勘案し、「積極的な-消極的
な」、「活発な-不活発な」、「頼もしい-頼りない」、

「きちんとした-だらしない」、「意欲的な-無気力
な」、理性的な-感情的な」、「外交的な-内向的な」、

「充実した-空虚な」、「自由な-不自由な」、「暖かい-
冷たい」、「世話好きな-世話好きでない」、「幸福な-
不幸な」の12対を選出した。質問紙ではポジティ
ブまたはネガティブな意味を持つ形容詞が左右どち
らかに固まらないよう、形容詞対のうち「意欲的な

-無気力な」と「充実した-空虚な」の２対を逆転項
目として配置した。左右に置かれた形容詞対に対
し、例えば「積極的な-消極的な」の対であれば

「非常に積極的な」「かなり積極的な」「やや積極的
な」「やや消極的な」「かなり消極的な」「非常に消
極的な」までのどれに当てはまると思うかを６件法
で回答を求めた。

また、将来家庭を持つと仮定した場合の就労形態
の希望について、「共働き」「シングルインカム」

「その他」のうち、どの形態を希望するかを尋ね、
「その他」を選択した対象者には自由記述でその詳
細を尋ねた。また「シングルインカム」を希望した
対象者には、主な稼ぎ手として自分とパートナーの
どちらを想定しているかを尋ねた。
３．倫理的配慮

調査を実施するにあたっては帝京科学大学「人を
対象とする研究倫理基準」の遵守および個人情報保
護等の倫理的配慮を考慮し、個人が特定できる情報
を収集せず、データは教育・研究目的以外には使用
しないこと、調査への回答は任意であり回答しない
ことによる不利益は一切生じないこと、調査報告後
データおよび調査紙は適切に処理すること等を書面
および口頭にて説明し、同意が得られた対象者の
データのみを分析に使用した．

【結果】
学生128名（男性93名・女性34名・無回答１名）

からの回答を得た。平均年齢は19.69歳（SD＝0.68）
であった。回答に一部欠損があったものに関して
は、その項目のみを分析から除外して集計を行っ
た。

男性保護者と女性保護者に対するイメージについ
て、ポジティブ寄りの「非常に」を６点、「かなり」
を５点、「やや」を４点、ネガティブ寄りの「やや」
を３点、「かなり」を２点、「非常に」を１点として
集計した。それぞれのイメージの平均を図１、図２
に示す。なお、図にまとめるにあたり、形容詞対の
うちポジティブな意味を持つものを右側に、ネガ
ティブな意味を持つものを左側に配置した。

男性保護者の肩書きとなりえる「父」「主夫」「イ
クメン」に対するイメージはどれも平均が3.5以上
であったことから、どの表現に対しても概ねポジ
ティブなイメージを持たれている可能性が示唆され
た。またこの３つの単語の中では特に「イクメン」
が、積極的で活発であり意欲的で頼もしくあるとと
もに暖かく世話好きであるといったポジティブなイ
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メージを持たれている可能性が示唆された。同じく
新しい男性保護者のあり方であると考えられる「主
夫」は「外交的な」「頼もしい」「自由な」に対する
イメージが「父」や「イクメン」よりも低い傾向が
見受けられたが、概ねポジティブなイメージが形成
されている傾向が示唆された。

女性保護者の肩書きとなりえる「母」「主婦」「バ
リキャリ」に関しては、「自由な」「世話好きな」の
項目のみイメージの平均が3.5を下回っていたが、
それ以外の項目では概ねポジティブなイメージを持
たれていることが明らかとなった。またこの３つの
表現の中では特に「バリキャリ」が積極的で活発で
あり、理性的で外向的である一方、「自由な」「幸福
な」のイメージが低く、特に「暖かい」「世話好き
な」に関しては「父」「主夫」「イクメン」における
平均を下回るなど、ポジティブなイメージとややネ
ガティブなイメージが併存している可能性が示唆さ
れた。

次に、男子学生と女子学生の保護者に対するイ
メージの差について検討するため対応のないt検定
を行った結果を表１、表２に示す。Leveneの検定
を行った結果、「父」の「頼もしい-頼りない」（F
＝4.105, p<.05）、「意欲的な-無気力な」（F＝4.461, 
p<.05）、「主夫」の「意欲的な-無気力な」（F＝
6.395, p<.05）、「 暖 か い-」 冷 た い 」（F＝14.631,  
p<.05）、「幸福な-不幸な」（F＝7.984, p<.05）、「イ
ク メ ン 」 の「 外 交 的 な-内 向 的 な 」（F＝4.862, 
p<.05）において等分散性が仮定されなかったが、

それ以外の男性保護者に対するイメージおよび女性
保護者に対するイメージの全ての項目では等分散性
が仮定された。
「父」に関しては「理性的な-感情的な」において

のみ有意差が見受けられ（t（124）＝1.997, p<.05）、
男子学生の方が女子学生よりも「父」に対して理性
的なイメージを抱いている傾向が見受けられた。比
較的新しい男性保護者のあり方である「主夫」につ
いては形容詞12対のうち９対において男女間で有意
な差が見受けられ、全ての項目において女子学生の
方が男子学生よりもポジティブなイメージを持って
いる可能性が示唆された。同じく比較的新しい男性
保護者のあり方である「イクメン」に関しては「外
向的な-内向的な」においてのみ有意な性差が見受
けられ（t（124）＝2.277, p<.05）、女子学生の方が
男子学生よりも「イクメン」に対して外向的なイメー
ジを抱いている傾向が明らかとなった。
「母」「主婦」に関しては男子学生が持つイメージ

と女子学生が持つイメージとの間に有意な差が見受
けられなかったが、比較的新しい女性保護者のあり
方である「バリキャリ」に関しては「頼もしい-頼
りない」においてのみ性別による有意差が見受けら
れ（t（124）＝2.584, p<.05）、女子学生の方が男子
学生よりも「バリキャリ」に対してポジティブなイ
メージを抱いている傾向が明らかとなった。

将来希望する就労形態に関しては、回答があった
男子学生のうち（無回答２名）54.95%が「共働き」
を希望の就労形体として挙げ、43.96%が「シング

図1　男性保護者の肩書きに対するイメージ 図2　女性保護者の肩書きに対するイメージ
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ルインカム」希望と回答していた。また、回答が
あった女子学生のうち（無回答１名）最も多かった
回答は「共働き」の69.70%であり、「シングルイン
カ ム 」 は30.30%で あ っ た。 全 体 と し て み る と

58.87%が「共働き」を、40.32%が「シングルイン
カム」を希望の就労形態として挙げていた。また希
望する就労形態として「シングルインカム」を選択
した男子学生39名のうち97.44%（38名）が主な稼

表1　男性保護者に対するイメージの性差

平均 SD t値 p値 平均 SD t値 p値 平均 SD t値 p値

男子学生 5.00 1.032 0.000 1.000 4.58 1.136 -1.062 0.291 5.18 1.179 -0.660 0.511

女子学生 219.023.5411.128.4589.000.5

男子学生 5.06 0.942 -0.122 0.903 4.40 1.273 -1.388 0.168 5.35 1.010 -0.491 0.624

女子学生 647.044.5350.147.4550.190.5

男子学生 5.16 0.863 -0.976 0.331 4.88 1.063 -1.317 0.190 5.15 0.971 -2.584 0.011 *

女子学生 256.026.5758.051.5727.023.5

男子学生 5.22 0.976 0.046 0.963 5.14 0.984 -1.358 0.177 5.34 0.893 -0.777 0.439

女子学生 847.074.5889.014.5800.112.5

男子学生 5.06 0.895 -0.973 0.333 4.45 1.204 0.962 0.338 4.85 1.350 1.379 0.170

女子学生 221.112.5560.186.4830.188.4

男子学生 3.44 1.425 0.828 0.409 3.74 1.405 0.328 0.744 4.22 1.525 -0.057 0.955

女子学生 986.142.4302.156.3661.112.3

男子学生 4.37 1.307 -0.711 0.478 3.92 1.416 -0.695 0.488 4.82 1.309 -1.086 0.280

女子学生 380.190.5343.121.4573.165.4

男子学生 4.63 1.040 0.465 0.642 4.22 1.191 0.558 0.578 4.49 1.400 0.807 0.421

女子学生 241.117.4871.153.4981.147.4

男子学生 3.87 1.352 -0.795 0.428 3.76 1.385 1.020 0.310 3.15 1.596 -0.747 0.456

女子学生 943.183.3893.174.3224.190.4

男子学生 5.28 0.864 0.443 0.659 4.90 1.076 -0.763 0.447 3.47 1.593 -0.010 0.992

女子学生 044.174.3688.060.5927.012.5

男子学生 5.34 0.840 0.761 0.448 5.10 1.055 -0.238 0.812 3.42 1.447 1.042 0.299

女子学生 315.121.3758.051.5760.112.5

男子学生 5.17 0.996 0.132 0.895 4.77 1.146 -0.500 0.618 4.31 1.236 -1.070 0.287

女子学生 069.065.4660.188.4487.051.5

Note.  数値が大きいほどポジティブなイメージ（形容詞対の左側寄り）であることを示す

*p<.05

自由な-不自由な

活発な-不活発な

頼もしい-頼りない

きちんとした-だらしない

理性的な-感情的な

リャキリバ婦主母

充実した-空虚な

幸福な-不幸な

積極的な-消極的な

意欲的な-無気力な

外向的な-内向的な

暖かい-冷たい

世話好きな-世話好きでない

表2　女性保護者に対するイメージの性差
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ぎ手として「自分」を挙げており、女子学生の
100%が主な稼ぎ手として「パートナー」を選択し
ていた。

希望する就労形態を「共働き」とした学生72名
と「シングルインカム」とした学生49名の、保護
者に対するイメージの差について検討した結果、

「主婦」の「幸福な-不幸な」にのみ有意な差が見受
けられ（t（119）＝1.995, p<.05）、「シングルイン
カム」を希望する学生の方が「主婦」に対して幸福
なイメージを抱いている傾向が明らかとなった。こ
のことから、学生自身が希望している就労形態は保
護者のあり方に対するイメージの一部に関与してい
る可能性が示唆された。

【考察】
本調査は、将来保育現場や教育現場で働くことを

目指して学修中の学生が、様々な就労形態の保護者
に対して抱くイメージについて検討することで、保
育・教職課程における指導のあり方について考察す
ることを目的として実施された。

調査の結果、今回調査協力者となった保育・教職
課程の学生は「父」「主夫」「イクメン」対して比較
的ポジティブなイメージを持っており、特に「イク
メン」に対してはポジティブなイメージが強い傾向
が明らかとなった。「母」「主婦」「バリキャリ」に
関しても概ねポジティブなイメージを持たれている
ことが明らかとなったが、「バリキャリ」はポジ
ティブなイメージがある一方で、「暖かい」「世話好
きな」といった要素についてはそれほど肯定的なイ
メージを持たれていない可能性が示唆された。

今回の調査では調査協力者の負担軽減の観点から
回答の理由について尋ねなかったため、今回このよ
うな結果が得られた理由の考察を行うことが今後の
検討課題であるが、今回の結果が得られた要因とし
ては例えば「イクメン」や「主夫」は家事育児を積
極的に行うあり方であることから「主婦」や「母」
同様の「暖かい」「優しい」イメージが付加された
可能性が考えられる。一方「バリキャリ」は一般に
仕事に専念している女性のあり方であることから、

「主婦」や「母」が持つ「温かい」「世話好きな」と
いったイメージが弱くなった可能性が考えられるだ
ろう。男性保護者の比較的新しいあり方である「イ
クメン」や「主夫」に対するポジティブなイメージ
は、保護者との相互理解や保護者支援の場において
肯定的な影響を与える可能性を期待することができ
る一方で、仕事熱心な母親に対するネガティブなイ

メージは先入観やステレオタイプとして作用し、そ
うしたあり方を選択した保護者との信頼関係形成に
おけるマイナス要因となる可能性も否定できない。

性差に関してこれまでの先行研究では、男性の方
が女性より伝統主義的であり9, 10）、男性は女性より
ジェンダーについてステレオタイプ化された考えを
持ちやすい11）ことが指摘されていたが、今回の調
査でも男性保護者の比較的新しいあり方である「主
夫」のイメージにおいて、女子学生の方が男子学生
よりもポジティブなイメージを持っている可能性が
示され、同じく保護者の比較的新しいあり方である

「イクメン」「バリキャリ」についても女子学生の方
が男子学生よりも有意にポジティブなイメージを形
成している形容詞があることが確認された。

今回の調査は調査対象者が限定的であることから
結果の過度な一般化は避けるべきであるが、平等主
義的信念を持つことが判断や行動に対するステレオ
タイプの影響を避けることにつながるという先行研
究21）もあることから、保育・教職課程で学ぶ学生
が今後様々なあり方の保護者に寄り添い支援を行っ
ていくためには、保育・教職課程において平和主義
的な信念について学生同士が学び合う機会を設ける
とともに、特定のあり方や特定の性別に対する自ら
の態度や考え方について自覚し、それを振り返る機
会を作ることも有効であろうと考えられる。

また例えば三島（2007）22）は初等教育実習に参
加する前後で学生の「授業」「教師」「子ども」に対
するイメージの一部が変容し、例えば子どもに対す
るイメージは、ステレオタイプ的なものからポジ
ティブ・ネガティブ両面からありのままの姿を捉え
られるようになっていたことを報告していることか
ら、授業の中で多様なあり方の保護者や新しいライ
フスタイルを選択している保護者から直接話を聞い
たり、交流したりする機会を作るとともに、そうし
た機会を増やしていくことも、多様な家庭を支援で
きる保育者教育者を養成する上で有効であると考え
られよう。

ステレオタイプの活性は意識的に統制することが
できないため、ステレオタイプ的知識の構造自体を
修正するには時間をかけて繰り返し新しい知識を学
習することが必要だとされている23）24）。したがっ
て保育・教職課程においては将来学生がどのような
あり方の保護者に対しても平等な態度で接し、寄り
添い、信頼関係を築き、保護者と連携しながら子ど
もの発達や学習を支援していけるよう、学生が自ら
の持つステレオタイプと向き合い、理論と実践およ
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多様なあり方の保護者に寄り添える保育者・教育者を育成するための保育・教職課程への展望

び体験を組み合わせる中で自身のものの考え方を更
新していくことができるような授業のあり方を検討
していく必要があると言えるだろう。

また今回はイメージを測定するために取り上げた
保護者の肩書きが限定的であったため、今後はより
多様な家族や家庭および保護者のあり方のほか、保
護者の肩書きや属性に対するイメージについても検
討することで、より一層多様化する社会の中で保育
者・教職者として活躍する学生の指導のあり方につ
いて検討していくことが必要であると考えられる。
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